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肺結核患者ノ血液瓦斯二開スル近時ノ諸研究ノヽ

狐り肺結核ノ病態生理學上ノミナラズ、診断學

的ニモ賓用的意義ヲ･附奥セラルベキ問題トナレ

リ。蓋シ肺臓ノ主要機能が生剪ノ瓦斯代謝ナル

以上肺臓ト血液瓦斯トノヽ不可分ノ開係ニアリ

テ、肺臓疾患ノ程度郎チ病竃ノ量及ビ質ト夫等

が全身二奥フル影響トガ血液瓦斯成分二及ボス

良化如何ノヽ少カラザル興味ノ對象タリ得ルト共

・-、若シ斯カル愛化ノ宣在ヲ謐明シ得タル時ノヽ、

茲二逆二血液瓦斯ノ消長ヨリ肺結核病症ノ程度

ヲ･推定シ或川

ノ期待ベ

シ。猶問題ダヽ之二止ラズ近時肺結核患者ノ血液

酸堕基平衡ノ此題力桜頭スルニ及ンデ、或ハ肺

結核患者ノ病態生理學的諸現象ヲ血液酸盛基平

衡ヨリ説明セントスル者、或。・ヽ之ヨリ疾患ノ慄

後診定ヲ試えントスル者アリテ、血液瓦斯ノ問

題ノヽ肺結絢

リ。唯本問題ノ解決ニー・ヽ越工難キ一難開アリテ

幾多先人ノ努カハ之二逢着シテ挫折シ、此分野

二於ケル研究。･ヽ今ヤ梢ｌ膠着セルカノ観アリ。

郎チ人ヨリ容易且ツ隨時二其動脈血ヲ探りテ検

査材料ト娯シ難シト言フ技術的困難ヲ突破シ難

キガ狐ナリ、、以下文献二就イテ先人努カノ跡ヲ

辿リ、其逢着セル難開二就イテ検討セン。

人膿二於ケル動脈血ノ瓦斯分析ノヽ1912年Hiir-

tｅｒ(1り業績ヲ以テ噛矢トス。彼ノヽ僥骨動脈ヨ

リ血液ヲ探取スル手技ヲ創始シ、撒名ノ肺疾患

二就イテ血液瓦斯ヲ測定セル際１名ノ重症肺結

核患者二於テ02飽和度ノ著明ナル減少ヲ来セ

ルヲ見タリ。

　

同ジ頃亜米利加－テハStadie (2)

が肺炎患者ノ僥骨動脈ヨリ血液ヲ探取シ、血液

瓦斯尹測定シテ肺炎症ニテモ亦血中02飽和度

ノ著明ナル減少ヲ認ノタリ。越エテ1922年Le

Ｂｌａｎｃ(3りヽHiirter;手技ヲ踏襲シ８名ノ肺結

核患者二就キ動脈血蚊二静脈血ノ血液瓦斯ヲ測

定セルニ、重症肺結核症ニテ､ハ同ジク02含有

量ノ減少ヲ認ｙタルモＣ０２含有量。･ヽ正常範園

内､ニ､アルヲ常トシ最重症患者ニテノヽＣ０２含有

量噌加スル者アリト説ケリ。彼ノ･ヽ主トシテ人工

気胸時二於グル血液瓦斯ノ愛化ヲ検討シ、一側

ノ人工気胸ニテダヽ他側肺ノ盛ナル代償作用アル
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が翁ニ０２飽和､度ｙ減少、、僅少ナリト述べ･タ

リ⌒1928年Fritz Ｐｏｍｐｌｕｎ（4しヽ肺結核患者ノ

血液瓦斯二開シ、詳細且ツ廣汎ナル業績ヲ碓表

シ、病症ノ増進卜共－02含有量ノ減少lヽＣ０２

含有量ノ噌加トハ對立的二乗タルト述ベト

然レドモ其研究ノ大部分ハ静脈血リ･以テ鎬サレ

タル者ニシテ動脈血ラ以テセル研究例ノ甚ダ斟

キテ遺憾ト≒其後1932年Wiillenweber ｕ.

Hans Ｌｏｒｅｎｚ（5レハ股動脈ミリ血液サ探取シ肺

結核患者ノ雨側人工気胸時ニズヽ02飽和度ノ減

少テ来フヽ事多シト将セリ。1934年Cobet ｕ.

Ａｐｉtｚ（6しヽ２人ノ健康者及ビ27人ノ肺結核患者

－テ上勝動脈ヨリ血液財ぷ㈲シ病竃ノ小ナル場

合ニハ酸素減少症テ来フ､事ナク叉Ｃ０２含有量

ノヽ重症者ニテハ噌加スル事アルモ病症ノ増悪程

度トハ必ズシモ一致セズト言へ瓢

更二近時ノ學況ニ＝=･レバ血液ノ酸盛基平衡ノ

受動ハ血液ノ憧備「アルカリ」ノ噌減ニョリ知り

得lヽセラレ、Van Slｙｋｅ（7うヽ血液中ノ像備「ア

ルカリ」噌減ノ標識トシテ血中ノ總Ｃ０２量テ測

定スル事ラ提唱七リ。蓋シ血液ノ憬備「アルカ

リ」中二於テ丿ヽ重炭酸系ノ者が最初ノ受化ラ蒙

リ、且ツ其主役列寅ズルガ故ナリ。斯カル見地

ヨリ肺結核症二於ケル血液ノＣ０，含有量ヲ測

定セル業績ヲ漑括的ニ【冨分フ、レ八次ノ如シ。印

チ其一八Ｃ０２含有量減少シテ比較的ニ「アチド

ージス」ニ傾クト樽フヽル者ニシテRici（8）､Jey 19）、

Williamson ４卜　Dobrymina !11）、Kevdin l≒

Mamiacatide t3 及ビLepo １も等ナリ、、其ニハ

Ｃ０２含有量噌加シテ比較的ニ「アルカロージ勺

二傾クト将いレ者ニシテPellisier l≒Madel 1≒

ＶＯｌynSkill≒Cannavo 18）及ビＤａｕtｒｅｂａｎｄｅ四

等ナリ。其三八Ｃ０２含有量ハ正常ト大ズナク

シテ1‾アチドージフヽ」－モ「アルカロージス」ニモ

傾カスト柵ノヽル者ニシテGugelotへVarela町

Dogliotti爪Hitｚｅｎｂｅｒｇｅｒ叫I等ナリ。

願ツテ我國二於タル肺結核患者ノ血液瓦斯二開

スル文献尹見ルニ菅沼/2うヽ肘静脈ヨリ採取二心レ

血液二就イう゛･瓦斯含有量刊則定シ、病症ノ噌悪

897

ト共ニ02含有量ノ著明ナル減少ラ来シ、Ｃ山

含有量モ亦一般二減少シテ｢アチドージス｣ノ傾

向勺パルト樽セリ。吉ロドハ肺胞空気ノ瓦斯張

力大同定シ、軽症者ニテハ02址ニＣ０２共二其

張カハ多ク正常範関内ニアリテ、中等乃至重症

ニテノヽＣ０２張カハ上昇シ02張カタヽ低下フ、ト

述ベタリ。其他海老名ぶうヽ肺結核患者動脈1飢ノ

酸素飽和度ハ重症患者ニテハ減少テ認ムルモ必

ズシモ病状二拉行セズlヽ報告セリ、、

以十ノ文献ヨリ明カナル如ク肺結核患者二於ケ

ル瓦斯新陳代謝ノ研究ノヽ従来主トシテ静脈血乃

至肺胞空気ヲ以テ錫サレ、動脈血ヲ以テ狐サレタ

ル研究ハ賓二寥カタル者ニシテ且ツ其症例二少

数ナル刊感トソヽ。盗シ人膿二於ケル動脈血ノ探取

が難漉且危瞼ニシテ容易斗子ハレ難キが認ナlノ

ドモ静脈【fl1乃至肺胞空気ノ瓦斯測定ヲ以テシテ

ハ具ノ瓦斯交換及ビ血液中ノ酸吹基平衡ノ本質

的意義テ知り難キハ論判矣タデル所ナルテ以テ

須ク動脈血ラ用ユベキナリ。幸ニシテ近時京都

帝國大學生理學教室正路教授指導ノ下二斎藤博

士(27jニョリ微量血液瓦斯測定ノ一新法が創始セ

／
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ラレテ簡便且精確二動脈血ノ血液瓦斯列則定シ

　　

昭和12年６月京都二於ケル近畿結核集談會二

得ルニ到リテ此難問ハ解消セラレタリ。本法二

　　

於テ正路教授ハ本装置二開シ初ｙテ講演セル

テノヽ同博士考案附圖ノ如キ装置ラ必要トフヽ。

　　　　

際、基礎醤學者ノ新考案ハ臨休二於テ容易二使

本法ニテ｡ハ人ノ耳柔テ加温シテ容易二微量ノ動

　　

用セラザルノ･ゝ遺憾ナリト説イテ大二余ヲ刺戟ス

脈血ヲ･隨時二探取シ得テ、血液瓦斯印チ０,及ビ

　　

ル處アリシヲ以テ、余､ハ直二同教授二同装置ノ

Ｃ０２含有量や精密二測定シ得ル者ナリ。通常囁

　　

分譲ヲ乞ヒ其技術ヲ習得シテ肺結核患者ノ血液

氏50°Ｃノ温湯ヲ･以テ耳柔ヲ･数分間加温シテ其

　　

瓦斯二開スル二三ノ欄題二就・1テ研究ノ歩ヲ･進

部位ヨリ採取セル毛細管血液へ其瓦斯含有量

　　

ノ･タリ。其結果従来開登セラルル所少カリシ此

二於テモ亦ＰＨニ於テモ動脈ノ夫レト全ク一致

　　

分野二於テ新タナＪレ一ノ知見テ得タリト信ズル

セル者ナル事ハ斎藤兼拉二吉村'29)ニ依り澄明

　　

ヲ･以テ茲二報告シ、斯界ノ批判テ仰ガントスル

セラレタル所ナリ。

　　　　　　　　　　　　　　

者ナリ。

　　　　　　　　　　　　　　　

第二章

　

賓験材料蛙二方法

對照トシテ選ピクル健康者ハ京都帝國大學醤學

　　

シテ空気トノ接綱テ完全二遮断セル血液約0．15

部學生雄二其他８名ノ男子及ビ常所看護婦４名

　　

c£ヲ探取ス。次イデ此血液サ0．1 c£ノ度盛りテ

合計12名ニシテ、是等ハ詞レモ過去二於テ著

　　

有スル斎藤博士考案ノ特殊微量｢ピペ｡、ト｣ニ吸

患テ経過セシ事無ク且ツ現在モ亦精密ナル健康

　　

入シ即時瓦斯抽出室内二入レ減服方法ニョリテ

診断ノ下二何等ノ疾病テ有セデル事ラ確ノ･タル

　　

血液中ヨリ瓦斯ヲ抽出ス。茲二遊離抽出セラレ

者ナリ。肺結核患者ハ常療養所二入所加療中ノ

　　

タル血液瓦斯ヲ一定容積二保チ其有スル歴ヲ附

者男94名、女52名、合計146名ニシテ結核以外

　　

場セル歴力計ｊ-∃リテ讃ム。次一室内へ試薬

ノ合併症ラ有セヂル者ヲ選揮セリ。而シテ探血

　　

３Ｎ．ＮａＯＨサ燈リ、之ラ振笛シテＣ０２ザ吸除

ダヽ早朝叉ノヽ午前11時前後ノ空腹時二患者ヲ努

　　

シ再ビ宝内歴列則定プ、。次デ1 N. NaOH中ニ

ノ･テ安静ナル状態二置キテ行ヘリ、、

　　　　　　　

20ガノ割合ニNa2S204ヲ溶解セル試薬テ同室

賓験操作サ略記ﾌﾟ、レ八次ノ如シ。被検者二坐位

　　

内二燈リテ同ジク02テ除キ再ビ室内歴テ測定

ヲ取ラシｊ其耳柔ノ下部サ約50でノ温湯ヲ･以

　　

ス。斯クシテ得ラレタルＣ０２雄ニ02ノ分歴

テ数分間加温シテ充血テ起サシヘ次イデ該部

　　

ヨリ計算ニョリテ標準状態印チO°Ｃ、760粍水

ヲ｢アルコール｣－テ消毒且ツ清拭シタル後り

　　

銀柱歴二於ケルＣ０２雄ニ02ノ容量百分卒ヲ

ス｣ヲ･以テ充血セル部二小切創ラ作り流溢フ、ル

　　

算出ス。因二斎藤式微量血液瓦斯測定器ノ公算

血液ノ最初ノ一滴ラ拭ヒ去リ、直二切創ヲ像ノ

　　

誤差ハ同氏二依レバ02ニテ0．83％､Ｃ０２.＝ヽテ

流動｢パラフィン｣ヲ充タセル｢シャーレ｣中二浸

　　

1.49ガナリ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

第三章

　

賞験成績

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

甲

　

検査材料

著者ノ検査セル健康者12名雄二肺結核患者146

　　

キ憾アルモ、建ニハ肺結核患者血液ノ瓦斯含有

名ヲ總括的二記載セル者第１表及ビ第２表ナ

　　

量ノ動向ヲ･總括的二検討シ得ル便宜ヲ目的トセ

リ。表中ノ診断名二就イテハ余が後章二於テ其

　　

ル分類程度二止ｙタリ。叉余ノ賓験ハ晩秋ヨリ

内容説明ラ加フル所アルペ゛ク、猶可成簡軍ナル

　　

初夏二亙リラ行ヘルモ、文献二徴フヽレバ血液瓦

分類ニョレル篤二或ハ詳細ナル病状尹察知シ難

　　

斯含有量｡’｀季節的二多少jm§}i7リト説ク學者
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ア ル テ以 テ、庭 ト時 トヲ・同 ジクセザ レバ今後或

ノ、異 ナル成績 ラ墾 グル者 ナキ テ保 シ難 シ。

第1表 健康者 ノ血液瓦斯含有量

姓 名 性別
1

年齢 健康者
1

0。icOΦ

(V・1%1・V・1殉

男 19.8}45.321

,, 36 20.3 44.1一
,, 28 17.9 435

.⊥

,,

24 18.9 42.5一
28 17.5 44.9一

,, 25 20.5 44.9一
一 置} 嘘一

,, 25 19.2 43.8

,, 26 20.5

『
43.8

女 28 !一17
.61

一『}}

44.5一
,, 27 16.5 43.7

●. 29 17.8 46.1一
,, 22 19.1 43.3ii一 』[

:第2表 肺結核患者 ノ血液瓦斯含有量

(全 ・・全 肺 野 性 、 雨 ・・南 側 性 、 八 八片 側 性 、 限ハ限 局性 、 滲 ・・滲 出型 、 混 ・・混 合型 、 塘 ・・増殖 型 、 開 ハ開 放 性 、 閉 ・・閉 鎖 性 、 進 ・・進 行 性停 ・・停 止 性 、 傾 ・・傾 潜 伏性 等 ノ略 ナ リ。.)

,,

,,

∵

35全 滲 開明 ・7・5唾 塾

15.4140.:517

一32

石

一21

一23

37

一
32

一22

心
23

雨滲開進

雨湿閉停

18.0

1'.8
　

雨 滲 開 進19.3

醐 閉粛22.。

雨滲開進[7.9

14.9

3・歴 閉進i

,,16.3

雨 湿 開 進16。3

17.8

33膣 閉進

251雨 滲開進

14.3

1?.8

ロコ コ リ コ

ー1τ ぼ 1

,

,

姓 名

一
一

一一

■iii一一一

性別

男

年1齢

30

19

一29

一
30

病齢 類1(v断

金 滲 開 進20.4

,,

全滲開停

全滲 開 進22⊥1一一一一1

"31金 泥 閉 傾

,,

,,

3・1全滲閉進

221全 滲 開進
「

剣,,

35i"

,,124奈 滲 閉 停

,,

,

99

99

32発 疹開進

34

]
99

旦

.35-

Li塾.

21

27

25

i一驚

÷1;1

1,

全滲閉傾

全滲開進

全混開停

全滲開進

18.9

19.0

21.0

20.8

22.1

17.6

16.8

11.9

17.1

19.5

19.6

CO2
(Vol%)
47.2

J,1

411.9

42.6

47.6

53.1

45.0

41.2

45.7

47.1

45.1

49.1

12.541.2

12.1

15。1

15.3

20.9

13.7

12.6

17.1

↓3.2

42.7

40.9

43.7

44,7

40.6

39.2

17.8「47.6

・・ 」13・4}4・ ・4

,,i15.744.8

1『

リロ1

_一.

,,

,,

241 1

32

30

雨湿開停

33雨 滲 開進

3ユ 南増閉傾
へ 　

甚一

28雨 滲閉傾

17雨 湿開進

30雨 湿開停

12.8

ユ5.2

16.2

21.2

21.3

19.3

20.6

50.6

4;.3

43.5

,,

,,

,,

41.3

47.4

41.4

40.9

51.5

‡1.4

面 一.了一

44.1

旦
3塾一
23

28

17

雨滲開進

雨湿開停

46.7

40.7

洛
ユ

内イ

;
の

・4

一
」
「

44.9

47.2

39.9

17.850.8

2・.3巨2.3

18.3

16.9

44.9

42.3

1雨湿開進1

雨滲開停

雨滲開進

璽厩灘
29

量
質
16

19

19

一
20

,,19

,,12L

36

'雨湿 開進

雨湿閉傾

雨滲開進

雨湿閉進

雨湿閉停

雨滲開停

雨湿閉停

15・8141.9

20・21竺 三
_

19.041.2

17

11.540.2
引

12.545.0

17。8

16.2

18.2

18.7

12.2

19、0

19.6

0
●
91

1
●

肉
イ
ー

雨 湿 閣僚115.6

,■26雨 滲閣僚 18.3

46.6

44.9

41.1

38.2

46.2

39.7

44.3

35.1

41.9

一128雨 滲 閉 停117.3

34.5

42.1

'
⊥Li魎 混騨1

」 μ 雨湿開停1
・・ ■5;雨 滲 開i進

18.1

1一劉酵 蹴
"291雨 滲 開 進

18.5

14.2

17.1

39.8

}3↓.4

i45.4一1

1.8

4∫ コ

17.;5 50.4
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一1男 …28雨 増 閉傾113.OITI
22戯 開進1、7.9

34　扁混閉停L21・3

二23[]2・ ・6

i45・4
39.4

,,

⊥
.⊥ 「奮1偏滲開進

」,28偏 培 閉傾1
　

÷ 器購騰 ・
19偏 滲 開i進

÷ll儲 閉傾
一=一

241限 増 閉傾

26

121偏 混閉鍾L2隻 劉

120}偏 滲 閉停・22・0

18.2

18.7

14.7

15.7

18.9

21.イ

44.3

14.3

40.1

43.3

,,

,,

,,

,,

,,

43.8

,,

女

二L一
,,

,,

,,

,,

48.4

2

2

2

1

2

1

2

2

2

1

4

2

1

6

7

8

0

9

7

8

1

8

1

7

33

}28

31

限滲開進

限混閉傾

眠滲閉傾

眠増閉傾

眠混閉停

限混閣僚

限混閉進

全混開停

全滲開停

全混開進

全滲開進

221,,

青 墨 ,,

,, ,3耳

,,

,,

,,

,,

リリ
____」_

_竺 一一

⊥

i… ⊥一

43.8

46.6

42.6

43.6

18.4-13.7

20.訓45.1

21.0

18.1

21.3

19.8

18.9

20.2

41.5

42.3

44.9

44.2

44.4

48.8

15.141.8

21・515…

48.816.9

18.4

19,ガ

11.3

17.2

15.0

16.8

20.5

24;全 港 腓!i進

29

28

43:L'L
一

」§」

31「,,一
1一 一一 一

123

14.1

腿 鰭12・2
12.5

15.2

ユ2.2

13.9

44.9

37.8

35.4

45.6

46.0

41.1

↓5.7

45.9

44.2

43。1

11.7

11.8

51.藝 「
『

47.1「

43.8

49.1

42.0

48.8

[

劉
120i

181雨 滲開進

至τ 　 「1

18.846.9

▼}

341

,,121

17.0

15.2

19.4

19.1

42.0

43.4

13.4

17.3

42.3

39.5

4.,).4

46.1

一 女 L望 一`
,,12ゲ,,

陣滲開進 16.3 42.3

16.1 45.1一
,, 30 ,, 14.7 45.2一
,, 19 雨湿閉傾 15.5 45.1一
■o 29 ,, 18.9 51.4一
⊥
,,

29 雨混閉停 15.5 46.7一
30 雨混開進 16.4 50.4

一
一

,, 18
一 一

29

雨滲開進 14.7 45.4一
,, 雨湿開進 16.1 42.4一
,, 28 ,, 19.3 53.0一
,, 28 両滲開進 18.3 44.0

ii廻25
,, 19.3 42.3一
,, 14.8 58.6一

,, 12

24

20

,, 15.4 45.9一
,, ,, 17.8 402一
D, ,, 10.6 41.8一
,, 41 ,, 14.3 40.3一
,, 24 偏混閉傾 20.6 41.9一
,,

,,

36 偏混開進 16.9 41.3一
46 ,, 20.1 44.7一

', 30 偏混開停 15.6 45.1一
,, 24 偏増閉停 15.6 45.7一
,, 28 偏滲開進 12.4 42.3一
9, 21 偏増閉傾 18.9 41.8一
,, 24 限増閉傾 15.8 48.5一一 ,・ 25 ,, 16.3 41.6

,, 22 限滲剛停 18.3 41.6一
,, 28 限堆閉停 17.4 42.0一
一二 ニー

,●

21 ,, 18.9 47.0一
墨
29

限混開停 15.3 45.6一
「, 限混閉傾 16.0 41.5

上述2表 中 ノ最低、最高値 ヲ・一括 ス レバ第3表

ノ如 シ。

第3表 健康者蛇二肺結核患者ノ血液

瓦斯含有量 ノ最低並二最高値

男8人

女4人

男94人

女52人

02(Vol%)

最 嚥 高
17.520.5

16.5

11.5

10.6

19.1

22.1

20.6

CO2(Vol%)

最 晦 高
45.3q,.5

43.3

34.4

35.4

46.1

53.1

58.6
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山内＝肺結核患者二於ケル血液瓦斯ノ一般的八察

乙

　

肺結核ノ‘臨林的分類一従ヘル官服成績

　　　

第一節

　

健康者ノ血液瓦斯含有量

第１表

　

健康者ノ血液瓦斯含有;1;万

　　　　

平均値(容量％)

901

第４裏二掲ゲシ者ノヽ健康者ノ能夜瓦問含有量ノ

平均値ナリ。乍文献二記撹セル従来ノ代表的数

値ヲ抜前スレバペノ如シ。

下記ノ値ヲ比較こいレニ利ド大ナル不一致アル

モ、叱ソ時、場所、人種、生活ﾚ牟ノ要件テ同一

　　　

(ｲ02含有部

　　　　　　

血

　

液

　　

40.0－60.0VOI％

　　　

動

　

脈

　

血

46.7―51.7

　

。

　　　

43.0

　

｡，

38.5―に。０。

　　　

43.6

　

･･

　　　

48./5

　

。

　　　

こ０．０

　

。，

　　　

46.6

　

。

　　　

４４･。１

　

ﾀl

↓4.4 ●・

毛細管動脈血

血
ｍ
血
血

脈
脈
脈
脈

動
動
動
動

毛細昌肋膜血

動

　

脈

　

血

モ細管動脈血

内ト見倣サルベキ者ナラン。今余ノ得タル値り

見ルニ０２含有輦ノヽ正路ノ夫レニ甚ダ近ク、Ｃ０２

含有量ニテハLe Blanc及ビ加膝ノ奉クうレ値二

近似セリ。

ノ陰影ｦｰ見ル場合ニシテ、片側性トハ陰影が前

者ヨリ廣キモ狗片側内二限ラレタル場合ナリ．

雨側性トハ左右両側共二種々ノ大牛几ビ個数ノ

陰影ヲ･見ルモ狗全肺野二亙ラデヽ川合ニシテ、

全肺野性卜・ヽ全肺野二種々ノ大サノ陰ぶテ見ル

場合ナリ、、

今余ノ材料タル肺結核患者テ上述ノ如ク分類

シ、病心ノ蔓延良ト血液瓦斯含有量トノ附fぞこリ

求ノタルニ第５表二示スガ如キ桔果町フタリ。

Oj含有量

男于二於テ．・ヽ限局性及ビ片側性ノ02含有郊ノヽ

共ニ19.1V0】‰ニシテ正常値lヽ大ズナキモ僅二

減少セリ．．南側性ニテハ17．2ｖol％、全肺野性

健康者
(12人)

茜
正

　　

Ｏ。

　

Ｃ０２

-

　　

ｔ

路(30)

男

人

　

３

　

1

8
1
9
4
　
１
　

女

--
４人
17.7
44.4

男

　

女
平均値

18.8
U.2

　　

(刺含有量

男19.0－21.0ｖol％

女将.0―19.0。

　　

17.1―19.8

　

･･

　　

卜.0―18.3ﾀ1

　　　　

18.5

　

･9

　　　　

18.5

　

ly

脊

　

藤(28)

加

　

藤町

Ｈuｒtｅｒ(1)

Le Blanc (:;)

Liljeｓtｒａｎｄ(3心

Verzar u. Vararhel､■i'33;

Karl Hitzenberger　u.Fritz

山

　

内

Tｕchf(ヽld=Ｊ

男19.3ｖol％

女17.7ﾀ･

輦位二蹄セシムル事不可能ナル生理學的検査、

殊二瓦斯代謝上酸素二對シテ血液八一ノ媒畷ト

同ジキ作用尹篤フヽト見ルペ｀キ者ノ機能二就イテ

検査ヲ･行フニ際シテ、斯カル不同ハ常然ノ範園

第二節

　

肺結核患者ノ血液瓦斯含有量

第一項

　

病竃ノ蔓延度ト血液瓦斯含有J,;

肺結核症ノ如キ肺臓ノ資質性疾患-ﾆ･テハ其機能

タル瓦斯交換が代償機能ノ黙ヲ考慮÷二一入レテ楢

且ツ若平行度ノ障碍ラ蒙ルベシト丿ヽ容易二想像

セラルル所ニシテ、若シ然り1ヽフ､レバ此際其障

碍程度二最モ重大ナル開係ヲ有フヽルト考ヘラル

ル因子ダヽ病竃ノ旅狭及ビ其性質ナラデルペ≒ガラ

ス。故二著者ズヽ先ヅ上述ノ材料二貼キ病竃ノ廣

浹郎チ蔓延度ニョリ患者ノ分類リナシ、是等卜

血液瓦斯含有量トノ開係ヲ求ノタリ。病爺蔓延

度ノヽ同僚内藤ノ分類ヲ適用シ、限局性、片側性、

雨側性、全肺野性二分類セリ。、之ダヽＸ線寫其像

二嫁レノレ者ニシテ限局性卜・ヽＸ線寫れ上二於テ

片側ニノミ片側全肺野三分ノ一尹超エデル程度
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第５表

　

病竃ノ蔓延度ト血液瓦斯

　　

含有量平均値(容量映)

男 女
男　女
平均値

限局性
(19人)

０２

Ｃ０２

12人
19.1
44.5°

７人

16.8
43.9

18.2
44･.3

片側性
(18人)

　０２
Ｃ０２

11人
19.1
44.0

７人
17.1
43.2

18.3
43.7

両側性
(70人)

０２

Ｃ０２

46人
17.2
43.7

24人
16.4
44.8

16.9
豺.1

仝　肺

野　性
(39人)

　09

C02

25人
16.8
44∠1

村人
14.2
45.2

15.9
44.5

ニテハ16.8 ｖol％ニシテ病竃ノ披大二件ヒ02

含有量ノ著明ナル減少ラ示セリ。

女子ニアリテノヽ限局性16.8 ｖol％、片側性17.1

ｖol％ニシテ病竃ノ狭小ナル者ニラモ既ニ02含

有万りTハ正常値ヨリ減少テ示セリ。雨側性ニテハ

16.4 ｖolｙ、全肺野性ニテハ14．2ｖol％ニシテ

著明ナル02減少症サ来セリ。更二男女ヲ･合シ

タル平均値ハ限局性ニテ18.2 ｖol％、片側性

18.3 ｖol％ニシテ正常値二甚グ近キモ尚僅少ナ

ル減少ヲ示セリ。。雨側性ニテハ16.9 ｖol％、全

肺野性ニテハ15.9 ｖol％ニシテ病竃ノ披大二

件ヒ02含有量ハ著明ナル減少尹示セリ。

以上サ總括スルニ肺結核患者ニテハ一般ニ02

含有量減少シ、病竃ノ小ナル者ヨリハ其摘大セ

【第17巻

ル者程漸次二強キ酸素減少症ヲ示セリ。而シテ

限局性拉二片側性ノ02含有量が殆ド等シク且

ツ正常値二甚グ近キ値テ有スル鮎ヨリ見テ、病

竃片側二限ラレ他側健常ナル場合ニハ02瓦斯

ノ新陳代謝ハ殆ド障碍テ蒙ラデル事テ知り得ル

ヲ以テ、一側肺内ノ小病竃ニョル瓦斯交換障碍

・ヽ健側ノ代償機能ノ範園内ナルベキテ想像シ得

ベシ。之が確賓ナル謐明ノヽ各側ノ肺静脈ヨリ直

接二血液ヲ･探取ノヽルニ非ずレバ解決シ難シ。

Ｃ０２-含有量

Ｃ０１含有量八一般的ニハ男女共何レノ蔓延度二

於テモ其値ハ正常値二近シト言ヒ得ルモ、唯男

子ニアリテハ病竃ノ籤大フ、ルニ件ヒ比較的ニ

Ｃ０２含有量減少シ､女子ニアリテハ比較的ニＣ０２

含有量噌加スルガ如シ。

　

元来Ｃ０２含有量ハ個

人的ニ、叉同一個叢ニアリテモ肉叢的或ハ精紳

的状況ニョリ隨時多少ノ受動ザ来ス者ノ如ク正

路教授ザつ如キモ動脈血ノ總Ｃ０２量ノ正常域

ハ廣クシテ凡ソ40―60 ｖol％ナリト記載セリ。

是等ノ鮎ヨリ考フル時ハ上表ノＣ０２含有量ノ

僅少ナル増減ノ相違ハ病竃ノ廣狭二原因スルト

考フルヨリハ寧口座理的受動ノ域内ト考フル方

妥常ナルベク、自然的二肺結核患者ニテハ血中

Ｃ０２含有量ハ病竃ノ廣狭ニョリ相違テ生ぜズト

言ヒ得ベシ。

第二項

　

病竃ノ性質ト血液瓦斯含有量

肺結核病竃ノ質的相違が瓦斯交換二如何ナル影

響テ及ボスカノヽ叉緊要ナル研究問題ナリト言ハ

デルベカラズ。余ハ病竃ノ性質ラＸ線所見二加

フルニ臨休的所見ヲ參照シ、惨出型、噌殖型及

ビ混合型ノ三ツー分類セリ。蓋シ肺結核病竃

ノ質的分化ハ諸相錯綜シテ一定ノ規格無ク、

Brauning其他近代諸家ノ見解ニョレバ惨出型

乃至噌殖型ナル名将ヲ軍純ナル意味二使用ソ、ノレ

ノヽ妥常ナラズトセリ。然レドヤ：冷者ノ唯宜上

従来臨休二於テ廣ク使用セラレタル字義川法二

従ヒ猶Ｘ線寫具ヲ參照シテ病竃ノ性状ヲ･推察シ

テ絞ヒノ如キμ分テナセ勉混合型トズヽ惨出型

ト噌殖型トノ中間二位スル者ト見倣スベキ者ラ

包含セシメタリ。

今是等ノ匹分ニョリ患者ノ分類テナシ、血液瓦

　　　　

第６表

　

病竃ノ性質ト血液瓦斯

　　　　　　

含有最平均値(容量％)

男 女
男　女
平均眠

　18.3
　44.9

雅値型
ﾚ22人ﾉ

　０２

Ｃ０２

16人
18.8
45.1

６人
17.1
4む4

混合型
(45人)

０２

Ｃ０２

28人
17.5
43.8

17人
16.1
45.2

17.0
44.3

席出型
回9人ﾝ

Ｏ。

Ｃ０２

50人
17.2
43.7

29人
15.6
44.6

　:i6.6
44.0
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斯含有知:トノ開係ヲ求ノ･タルニ第６表ノ如シ。

02含有輦

増殖型二於ケル男女平均値ハ18.3 ｖolガユシテ

正常値二近似スノレモ混合型、惨出型ニテノヽ夫ﾉを

17．0ｖol％、16.6 ｖol％ニシテ病竃ノ質的相違

ニョリテ02含有りノ著シキズ違り示セリ､、若

シ現行ノ概念的解憚ノ如ク噌殖型ラ良性、惨出

型テ不良性ナリトソ、レバ、血液中含有酸素敗ノ

少キハ病竃性質ノ不良性郎チ病竃が溶融崩訃l生

ノ傾向ラ有スル者ナル事尹示唆ノ､｡ﾌﾚ者1ヽシテ明

二診断上ノ參考こ供シ得ト言フ・ヽヽごシ。而シテ男

女別ノ下均値二於テ見ルモ其開係ハ略ｔ同様ナ

リ。

Ｃ０２含有量

903

男女平均値二於クハ病竃性質ノ増悪スルニ従ヒ

Ｃ０２含有ノリノヽ僅少ナガラ順次二減少ス。卸チ酸

晩基平衡ノ鼓鮎ヨリソ、レバ病竃ノ性質ノ増悪二

件ヒ比較的ニ「アチドージス」ノ傾向テトレリ。

男子ノ不均値二於ケハ噌殖性ハ正常値ヨリ梢ｔ

多キモ混合性及ビ惨出性ハ共二正常値ヨリ減少

セリ。女子二アリテハ病溢ノ性質トC02含有

量に

向う詐ブル｀ﾄ解セラル者程比較的二軽キ「アチ

ドージ勺ノ傾向リトルガ如キ感アルモ叙上ノ

数値ハ正常値二比シテ其差僅少ナルリ以へ是

亦生理的綬動内ノ者卜号フルヲ･爰常トノヽベシ。

印チ病恣ノ性質ニーヨル匹分ニアリテハCO.含

有量ノヽ分化ナシト言ヒ得ベシ。

第三項

　

喀痰中結核菌ノ有無ト血液瓦斯含有量

結核患者が菌ヲ喀出ソ､ルヤ否ヤ､ハ其像後二開シ

重大ナル意義ラ有スト信ゼラル。而シテ結核患

者が菌サ喀出ノ、ルヤ否ヤハ一二溶融若クハ崩潰

組織ヲ･有ノヽル病竃が気管枝1ヽ交通セルヤ否ヤエ

開係ノヽル事勿論ニシヘ必ズシモ病竃ノ蔓延度

二開係セデルノ｀ゝ吾人ノ経験フ､ﾉﾚ所ナルテ以テ、

病竃ノ蔓延良及ビ性質が既知ノ如ク血液瓦斯含

有'＼u-'f示標トシテ疾患ノ動向ソ示フヽが如ク、喀

痰中ノ菌が病竃ノ蔓延度或ハ性質ト無開係二疾

患ノ動向ヲ示ノヽ處アランカヲ想フテ、茲二喀痰

中結核菌ノ有無ト血液瓦斯含有量トノ開係ラ検

　　　

第７表

　

喀痰中菌ノ有無ト血液瓦斯

　　　　　　

含有益平均値･ﾐ容量％）

●　男 　　　男　女女　　平均値
●　男 女

男　女
平均値

閉鎖性
(50人)

Ｏ。

Ｃ０２

39人　゜11人
18.5　　17.2　:　18.2
44.1　　　　44.8　　゛　44.2

開放性
(96人)

　０２

Ｃ０２

55人　　41人　1
16.7　　15.6　1　16.3

43.8　1　44.7　, 44.2

セリ。

02含有量

閉鎖性二於ケル男女平均値ハ18． 2ｖol％ニシテ

正常値二近キモ開放性ニテハ16.3 ｖol％ト十り

著明ナル減少サ示セリ。ﾀj子及ビ女子ノ匪別二

於テモ亦閉鎖性ハ正常値二近ク、開放性ニテハ

著明ナル減少ラ示セリ。とヲ･以テ兄レバ結核症

二於ケル０，減少症ハ軍二病竃ノ量或ハ質ノミ

ニ開係フヽルトノヽ言ヒ難ク、病竃組織ノ状態印チ

夫が気管枝ト交通七ルヤ否ヤニ開係スル者ナリレ

事テ語ルト言フベシ。或ハ此意義サ延長スレバ

疾患ノ噌悪程度こ一開係スル處アリト言ヒ得べ

ン'○

C02含有量

閉鎖性開放性共二男女平均値ハ正常値二等シク

44.2 ｖol％ニシテ結核患者が菌ヲ･喀出フヽルヤ否

ヤユ拘ラズ其Ｃ０２含有量ハ正常値ト髪化ナシ。

第四項

　

病勢ト血液瓦斯含有量

病勢ヲＢａｃｍｅｉstｅｒノ分類観念二準嫁シテ進行

性、停止性及ビ傾潜伏性二分類セリ。印チ臨林

的雄二理學的所見テ總合的二観察シテ肺結核ノ

活動性ヲ･匯分シタル者ナリ。病勢ト血液瓦斯含
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有量トノ閲ぼハペ｡ﾉ如シ。

　

第８表

　

病勢1ヽ血液瓦斯含有量平均値丿川％）

㎜㎜　･=-Ｗ
　隔　潜

　恍　性

　忿

男 女
男　女
平均康

　　　21人Ｏ。　19.2

ＣＯ。　羽.8

７人
17.4
44.5

18.7
↓1j

停止性
(32人)

Ｏ。

ＣＯ。

24人
1.S.3

!2.8

８人
15.9

13.7

17.7

43.5

進行性
(86し

０２
CO.

49人
J6.5
44.2

37人
15.7
45.0

･16.2
　44.5

02含有量

【第17巻

傾潜伏性患者ニラハ02含有量ハ正常値ト殆ド

発化ナク其他二於テハ病勢ノ噌進二件ヒテ02

含有量ノ減少ヲ示セリ。

ＣＯｊ含有量

病勢ノ程度二開シテ血中Ｃ０２含有量ノ発化ス

ル状態ハ不定ニシテ且ツ何レモ正常値トノ差ハ

僅少ナルヲ以テ、肺結核患者二於タル酸甕基ノ

拉行ハ進行性二於テモ不愛二保タルト言ヒ得ベ

シ。

第五項

　

最重症患者ノ血液瓦斯含有量

第９表

　

進行性患者ノ分類卜血液瓦斯

　　　　

含有量平均値(容量％)

　　

(Pc.・ヽ2ヶ月以内二死亡セノl/者)

男 女
男　女
平均畷

　Pa
(40人)

Ｏ,、

ＣＯ。

21人
17.3
44.4

19人
16.5
44.4

16.9
44.4

　Pbで39人）
　０２

Ｃ０２

25人
16.4
43.9

14人
16.3
46.0

16.1
44.6

　Pc(7人ﾂﾞ
Ｏ。

ＣＯ。

３人

12.5
44.6

４人
12.1
43.8

12.3
44 1

前項二記セル進行性患者86名ラ更二細別シ、

比較的軽症者(Ｐａ)ト高熱弛張スル中等者(Pb)

ト最重症ニテ２ヶ月以内二死亡セル者(Ｐｃ)ト

シJ是等患者ト血液瓦斯含有量トノ開係ラ求ｊ

タルニ、最重症者Ｐｃニテハ02含有量ハ男子

12.5 ｖol％、女子12.1 ｖoIが、男女平均12.3 Vol

ガトナリ甚グ著明ナル02含有量ノ減少ヲ示セ

ノレモゝ 其Ｃ０２含有量ハ正常値二比シテ著明ナ

ル差サ我見シ得ザリキ。一般二肺結核患者ハ病

勢噌悪ﾄ共二漸次ニ、殊二其末期二近ヅクニ従

ヒ他ノ疾患二比シテハ梢ｔ長時日二亙リテ軽度

ノ呼吸促迫、脈傅頻散テ惹起スルヲ以テＣ０２

含有量ハ或程度ノ受化アルベキザ憬想シテ、著

者ハ６日以上２ヶ月以内二死亡セル者７名予選

ビテ其Ｃ０２含有量ヲ検セル者ナルモ、カク受化

ラ認メデリシノヽ意外トスル所ナルモ、余ハ之ヲ

以テ直二肺結核患者ハ死ノ直前マデ酸盛基ノ平

衡テ保チ得ト断定スル者ナラズシテ、之テ更二

追求センコトハ興味深キ問題ナルモ、此鮎二開

スル詳細ナル研究ハ之。サ他日二俣タント欲気

第四章

　

總括及ピ考按

肺臓二於ケル瓦斯成分新陳代謝ヲ知ランガ篤二

行ハレタル従来ノ研究ハ主トシテ静脈血乃至肺

胞空気ノ瓦斯分析チ於テ満足セラレタリ。蓋シ

膿内－テ浪費セラルル02影八一定ノ生理的限

界四1ヅリ、動脈血ノ瓦斯含有量ト静脈血ノ夫

レ1ヽノ差ノヽ大約02ニテ5 ｖol％、Ｃ０２－テ3－

5ｖolｘ内外ト推定サルルヲ以テ静脈1飢ノ瓦斯

含有量ヨリ動脈血ノ夫レヲ類推シ得卜信ズル者

多シ。然レド゛モ静脈血｡ノ含有スル瓦斯量ハ身醵

ノ状況、外界ノ影響等ニョリ大ナル相違尹生ズ

ル事ハ既知ノ事賓ニシテ、且ツ肺結核症ノ如ク

瓦斯交換ノ主器管が直接損傷ヲ受ケタル場合ニ

。・ヽ缶ブ動脈血ノ瓦斯含有量が値内循環前二容易

二受動テ蒙ルベク、延イテ静脈血モ亦受動ラ蒙

ルベキハ察知二難カラデルヲ･以テ斯カル間接的

ナル昂

ノ状態、或ハ瓦斯交換ノ本質的意義ヲ･究明シ難

キハ明ナリ。更二肺胞内ノ瓦斯張カハ瓦斯交換
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ノ終末ニハ肺辞脈内血液ノ夫レト平衡二達ﾉ､ル

者ナリト考ヘラルレドモ、若シ肺臓ノ呼吸面ニ

損傷アルガ如キ場合ニハ然ラデル事犬ヽKorn-

feld代或ハCobeいつ貨駿ニヨリテ明ナルノ

ミナラズ、肺結核患者ノ如ク肺活量ノ減少ｂ共

二呼吸作用ノ在進セル者ニテハPaldaneノ瓦

斯分析法ハ屋ｔ適用シ難キハ諸家ノ経験ﾉ､ﾉﾚ處

ナリ。之ｦ'以テ著者ハ肺結核患者ｦ･諸二回候二従

ツテ種匹=･分類シ、斎藤式徴量動脈血分析法テ

唐用シテ其血液瓦斯含有量トノ間係テ比較楡討

セ

　

リ,、

著者ノ賓験結裴こーヨレバ病盾ノ炭汎ナ'ﾚ程潜出

性ハ宿殖性ヨリモ、開放性患者ハ閉

905

各個因子ノ總合結果トシテ肺結核ナル全醒的病

症ノ増悪セル場合、印チ或ハ全身衰弱ガ頴著ト

ナルニ従ヒ常二比例的ニ02含有量ノ減少フヽル

ヲ見ル。叉病竃片側二限ラルル場合ハ瓦斯交換

ハ障碍ヲ蒙ラデルザ知レリ。之ヲ･以テ見レバ肺

結核症ノ02減少症ハ肺結核症ノ一般衰弱二基

因ノ、ル貧血性酸素減少症テ圭因トシ貧瓦斯交換

障碍二依ル低調性形素減少症モ亦貨ル處アリト

言フペ゛シ｡∧多クノ肺結核患者が或程度ノ貧血テ

有シ其ｔ因ハ色素係敷低下性貧血ナリト碍フ、ル

小宮Jjノ説ハ叉余ノ所論ヲ助クル者ナリ。唯酸

素減少症ノ原因究明八本研究ノ主目的二非ずル

ヲ以テ之テ他日ノ賓験結果二徴セント孔斯ク

肺結核症ニテ病勢ノ噌悪セル者程０，含有量ノ

減少高度ニシテ、著者ノ例ニテ死前２ヶ月以内

ノ者ノ02含有量平均値ハ12.3 ｖol％ナルガ如

キハ肺結核ノ治療上看過シ難キ問題ト言フベ゛

ク、最近Ｂｒｉｅｇｅｒ㈲モ肺結核患者二於ケル血

液瓦斯問題研究ノ興味ハ02含有量ノ再検討二

有リト唱へ、Ｗｅｉss(37)が叉肺結核ノ治療二常リ

テノヽ02減少症ノ恢復二努カテ彿フベシト述・ヽご

タル如キハ蓋シ卓見lヽ謂フベシ。著者ハ賢二毛

細血管血液内酸素含有量ノ測定が肺結核ノ備後

判定ノ一方法タリ得ルヲ･認ムル者ナリ。

次二血液ノＣ０２含有量ノ消長二開係スル要因

ノヽ大別シテニッヲ考へ得ベシ。郎チ其一八血中

ノ酸堕基平衡ノ受動二開係スル者ニシテ他ハ呼

吸作用印チ瓦斯代謝二直接開係スル者ナリ。而

シテ理論｣ﾆIM液/ CO.,含有虻ハ是等二者受動

ノ相乗積ナルヲ濯

二因子タル酸盛基平衡ノミノ受動若クハ瓦斯代

謝ノミノ消長テ云々ソ、ル事ハ不可能ナリ。然レ

ド‘ＩＣ０２ノ肺内二於ケル礦散現象ハ敏速二行

。'｀レ02ノ夫レニ比シ約22陪1ヽ推定サルルが

故ニヽ賓際上【帆液ノＣ０２含有量ノ噫化ハ血液

ノ酸復基平衡ノ受動テ示フ、者ド号ヘテ可ナルベ

シ。而シテ本問題二開スル諸家ノ業掃ド見ルニ

或者川象備｢アルカリ｣減少シテ｢アチドージス｣

ノ傾向サトルト言ヒ、或者ハ噌加シテ｢アルカ



ロージス」ノ傾向サリレト言ヒ、叉或者ノヽ愛化

ナクシテ何レノ傾向ヲモトラズト柵セリ､、余ノ

賓験結果－ヨレバ病竃ノ性質分類二於テ噌殖型

ヨリ混合型、更二惨出型ト病竃ノ性質悪化テ思

ハシムル順二僅こ-Ｃ０２含有量ノ減少ヲ認ノタ

ル以外ハ、他ノ何レノ病症分類二於テモＣ０2

含有量ハ正常値ト大差ヲ認・･ズ、其増減ノ開係

モ亦不定ニシテ是等Ｃ０１含有万最ノ増減ハ何1ノ

モ生理的受動ノ範園内ト考ヘラルル者ナリ。之

テ以テ見レバ肺結核症二於テハ酸墜基平衡ハ不

受二保タルト云ヒ得・ヽ゛シ。

第五章結論

健康者12名ヲ對照トシテ肺結核患者146名二

就キ、動脈内血液ノ含有瓦斯成分ト近似ノ値ヲ

有フヽル毛細管血液ヲ･以テ其瓦斯含有量ヲ肺結核

症ノ種々ノ症候二開聯セシノ刊則定セル結果八

次ノ如シ。

１．

　

健康者ノ血液瓦斯含有量ノ男女平均値ハ

02 18．8
ｖｏドブ、C0244.2 ｖo1％ナリ。

２．

　

肺結核患こ行ヲ･病竃ノ蔓延度、其性質、喀痰

中結核菌ノ有無、病勢等ニョリ分類テナシ、之

ト血液瓦斯含有量トノ開係ヲ求ノタルニ病症噌

忠二件ヒ02含有量ノヽ常二減少ヲ来セリ。而シ

や２ヶ月以内二死亡セル７人ノOj含有量ノ平

均値ハ12.3 ｖol％ナリ。尚病竃片側二限ラt／タ

ル場合ハ02含有量ハ正常値卜受化ナカリキ。

故二肺結核患者ノ02含有量ハ憬後判定上ノ重

大ナル準條Iヽナリ得。

3．

　

Ｃ０２含有量ハ上記分類谷項目ト

テ病症ノ如何刊澗ハズ正常値ト略回目等シ。卯

チ可成ノ重症二到ル迄肺結核患者ノ酸堕基平衡

ハ正常二保持セラル。

禍事スルニ常り懇篤ナル指導ト校閲トヲ蒙リタ

ル三戸前所長拉二種。々好意アル助言ヲ奥ヘラレ

タル正路教授、斎藤博士及ビ同僚内藤博士二大

ナル謝意サ表フヽ。

本研究ノ要旨ハ昭和14年４月金滞市二於ケル
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